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改革改善
の考え方

①問題
点

建物が老朽化しており、記念館での積極的な収蔵品公開が難しくなっている。

②改革
提案

収蔵品が多岐に及ぶため、他分野の展示でも積極的な活用をはかる。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

資料の保存管理については、写真のスキャン等を中心に整理を進めた。展示については、実物資料はできるだけ本館の美術
博物館で展示するようにしており、27年4月開催のコレクション展示への出品に向けて準備をすすめた。また谷中安規の版画
作品19点を「奇才の画人　谷中安規」展（町田市立国際版画美術館、岩手県立美術館に巡回）に貸出出品した。

総事業費①+② 131 139 79 134

臨時職員所要時間

一般財源

人件費計（千円）② 0 0

正規職員所要時間

起債

その他 131 139 79 134

県支出金

事業費計（千円）① 131 139 79 134 〔25特定財源〕（そ）使用料
〔26特定財源〕（そ）諸収入
〔27特定財源〕（そ）諸収入

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　日夏耿之介の自筆原稿、書簡類、写真などの整理
２　展示替え
３　他館への収蔵品貸出

１　整理する件数
２　展示替えの数
３　出品点数

１　118件
２　６回
３　19点

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

１　本事業は平成23年度まで「美術博物館事業」の中に含めて行ってきたが、平成24年度から独立して「日夏耿之介顕彰事業」として
行っているものである。
２　美術博物館の付属施設である日夏耿之介記念館における展示公開を行う。
３　継続して進めている日夏耿之介の自筆原稿、書簡類、写真などの整理を行う。
４　日夏耿之介に関する講演会等の行事の開催、協力を行う。

成果
指標

日夏耿之介記念館の観覧者数（人） 1370 1034 1370 1370

成果
指標

日夏耿之介記念館における年間の展示替えの回数（回） 6 6 6 6

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

飯田の自然・歴史・文化を学んでいる市民の数（延べ人
数）

圏域住民数（人） 164580

意図（どういう状態
にするか）

飯田市の名誉市民であり、我が国の近代文学史上に多
大な績を遺した日夏耿之介の遺徳を顕彰し、市民の間で
ひろく認知されるようにする。

目
的

対象（誰・何を） 1 飯田下伊那広域圏の地域住民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 29 ふるさと意識の醸成
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 美術博物館 H27係等名 学芸係 H26係等名 学芸係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 1 終了
事務事業名 日夏耿之介顕彰事業

会計 一般会計
51 23

事業種別 政策

2 施策№ 29 事業№


